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患者から学び、患者に還元する病院

愛媛大学医学部附属病院



教育・研究へ更に力を入れ、愛媛大学から世界へ発信するものを育てる

愛媛大学医学部附属病院 横 山 雅 好 病 院長

2010年 は医療環境の整備に取り組

み、大学病院のあるべき姿に一歩近づく

ことができた年であったと思っています。4

月には、臨床薬理センター、抗加齢・予防

医療センター、小児総合医療センター、手

術室を備えた3号館が開設されました。「臨

床薬理センター」では、国立大学において

全国初となるフェーズ1の 臨床試験施設

を設け、新薬の治験に取り組んでいます。

本来、治験は大学病院が進めるべきもの

ですが、制度及び大学病院側の問題があ

り、なかなか実施されてきませんでした。全

国初の試みを愛媛からスタートさせること

ができたのは、非常に嬉しく思います。「小

児総合医療センター」では、6歳以下の患

者に対し、科を越えて小児患者に特化した

医療を提供できるようになりました。専門的

な知識と技術をもった看護師を配置する

ほか、プレイルームを併設するなどアメニテ

ィも充実させ、安心して小児患者さんとそ

の保護者に治療を受けていただけるように

なクリました。また、手術待ちのため入院でき

ない患者さんが多くいらっしゃる状況を改

善するために、3号館 3階 に手術室を2

室増設しました。さらに、重症患者の増加

に対応するため、HC∪ (高度治療室)を

IC∪ (総合的集中治療室)化 し、高度な

医療を提供できるようにした他、呼吸器外

科と乳腺外科における医療体制を強化す

るため、スタッフの全国公募も行いました。

こうした取り組みによって、今まで当院の

弱みとされてきた諸問題に対し

て解決の道筋をつけることがで

きました。これは非常に重要な

成果であると感じています。

2011年 は、県の地域医療

再生計画に基づく活動の一環

として、当院内に「地域医療支

援センター」を配置し、地域医

療との更なる連携を図っていき

ます。また、スペースやブースが

不足している外来診療の環境

を整備するため、外来診療棟を

増設します。新たな診療棟で

は、「患者図書館」の設置や、

無線 LANの整備などを進め、

患者さんが待ち時間を有効活

用できるようにする他、診療科

の統廃合を行う予定です。

各スタンフの努力により、経営や労働環

境などの整備がかなりの所まで進んできま

した。これからは次のステップヘと進まなけ

ればな
'り

ませんc大学病院の本来の役害]

である教育・研究に重きをおき、教育環境

の充実や新しい治療法の開発、研究に力

を入れていきたいと考えています。私は、

良い医療人を育て、優秀なリーダーとなる

人材を輩出することが大学病院の重要な

役害]であると考えています。愛媛大学で

学んだ学生たちが県内に残ってくれるなら

非常に嬉しく思いますが、たとえ県外へ出

てしまったとしても、愛媛大学で学んだ学

ど
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生。研修医はレベルが高いと言われるよう

な教育を行い、各県の医療現場を引っ張

って行ってくれるような人材を育てたいと思

います。優秀な医療人を育てるには、それ

に耐えうる指導者が必要となります。指導

陣の整備をはじめとした教育環境のさら

なる充実に向けて取り組んで行きます。

また、昨年開設された臨床薬理センターに

続いて、今後は睡眠センターなどがスター

トする予定です。積極的に先進医療の充

実や新しい治療法の開発、研究に取り組

み、愛媛大学から全国や世界に発信でき

るものを育てて行きたいと思います。
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臨床薬理センター 小児総合医療センター



入院前から、退院後・在宅までその人らしい生活の実現を目指す
がん総合相談ケアセンター セン外 長 青 山 百 合 枝 看 護 師

地元に立脚した「地域完結型」「患者・住民参加型」の地域連携を 看護部 部長 田 渕 典 子 看 護 師

医療福祉支援センターセンター長 櫃 本 真 車  医自雨

PROF:LE
あおやまゆりえ◎1973年 大阪警察病院附属看

護学院卒業、2000年愛媛大学法文学部夜間
主コース卒業。看護学校卒業後、警察病院内科

病棟で勤務。1976年 愛媛大学医学部附属病

院就職、看護師長として活躍。趣味は生け花。

PROF:LE
たぶちのりこ◎1979年聖カタリナ女子高等学校

衛生看護専攻科卒業。2004年 目1看護部長、
2007年 4月 より看護部長に就任。

ひつもとしんいち◎1979年愛媛大学医学部卒

業、医学博士。公衆衛生学、ヘルスプロモーショ

ン、地域医療連携などを専門に活躍。

当院は「地域がん診療連携拠点病院」

に指定されており、これまでは医療福祉支

援センターが相談業務の一環として、がん

に関する相談を受け付けていました。しか

し、地域連携によるがん治療・ケアの役

割分担が求められるようになったことで、

がん患者さんからの相談が量的にも質的

にも急増した他、医療の範囲を超えた「そ

の人らしい生き方」についての相談支援

が必要とされるようになってきました。そこ

で、機能強化を図るため新たに「がん総合

相談ケアセンター」が設置されることとなり

ました。

当センターでは、患者さんが安心して地

域で治療やケアを受けることができるよう

に、がん診療に係る一般的な医療情報を

提供したり、地域医療機関や医療従事者

に関する情報の収集、紹介を行います。

当院は、「施設完結型」の医療から、地

域の医療資源と連携して治療を行う「地域

完結型」の医療への移行を目指して地域

連携を推進する一方、患者さん自身に治

療や看護、生活支援へ参加していただく

「患者参加型」の医療にも取り組んできま

した。1つの病院だけで、患者さんの生活

全体の支援を行うには限界があり、院外の

医療関係や住民、地域資源との連携はま

すます重要なものとなってきています。当院

では、患者さんが退院後にどんな生活を送

りたいと考えているのかを尊重して、入院中

の治療・看護を提供する他、回復期病院

などに転院する際は「地域連携パス (疾患

ごとの診療計画 )」 等を活用して患者さん

の希望等を、連携する医療機関等に伝え

るよう努めています。各病棟内に「退院支

援コアスタッフ」を置き、一方で地域に出

また、医療・福祉・看護相談等の総合的

な患者相談。支援を行います。多職種の

人材を活用した、患者さんと家族のニーズ

にあった適切な情報の提供にも取り組み、

看護相談や社会的・経済的相談、こころ

の相談などに対応します。患者さんやご家

族の真のニーズを聞き、情報を共有するこ

とで、その人らしい生活を送るにはどうすれ

ば良いかを一緒に考えていきます。

2011年は、看護部等と連携して、がん

総合相談ケアセンターのシステムを患者さ

んに理解し利用していただけるよう取り組

んでいきたいと考えています。また、当セン

ターを利用して在宅医療へと移行した患者

さんと家族に対して、満足度調査を実施す

る予定です。「入院前から退院後まで患者

さんやご家族の望まれる生活を実現するた

めに」をモットーにサポートをしていきます。

向いて患者さんの自宅へ訪問活動を行っ

ており、医療福祉支援センターを中心に多

職種が共同して患者さんが退院後に地域

生活へとつながるようサポートしています。

また、看護師らが地域へと出向き、「介

護ボランティア」活動を行っています。そし

て地元東温市と協力して、災害時に、地

域の方々にボランティア支援を行っていた

だくための「災害ボランティア研修」を開

催し、3年間で200名 以上の市民を養成

しました。さらに、市民の健康づくりのお手

伝いとして健診を取り入れた「東温スタデ

ィ」を実施し、医療に依存せず、生活の中

で医療を活用してもらうことを目標に、特に

高齢者の自立支援を促しています。

今後も、病院―丸となって、地域連携を

深め、医療を生活の資源として活用してい

ただけるよう、尽力していきます。



愛媛大学医学部附属病院 センター・施設トビックス
お気軽にご相談ください

臨床薬理センター phase I Unit開設記念講演会

講演会は、平成 22年 12月 4日 (土 )、 医学部臨

床第一講義室で行われました。柳澤康信学長、横

山雅好病院長の挨拶の後、玉上晃文部科学省

医学教育課大学病院支援室長、椎葉茂樹厚生

労働省医政局研究開発振興課長から創薬研究

についての国の取組等の講演があり、愛媛大学

での臨床試験推進に期待を

込められました。

記念講演では、日本学学術

会議の金澤一郎会長が来院

され「日本の創薬研究推進に

必要なこと」と題して、患者と

医療側が薬に対する正しい認

識を持ち、社会全体で薬を育

てる考え方が大切と訴え、迅

速な薬事審査への改善、臨

床治験に取り組みやすい環

境作りについて話されました。当日は、高校生や関

係者約 150人が出席し、日本の創薬推進の一端

を担う第 1相専用病棟が愛媛大学医学附属病院

にできた意義を学びました。また、河合真一臨床

薬理学会理事長、仲谷博明日本製薬工業協会

常務理事も来院され、祝辞を述べられました。

病院評価指標を

附属病院HPに掲載

国立大学病院評価指標は、

全国42の国立大学病院が、自

主的・主体的に自院の機能の

質向上を図るとともに、取り組

み状況や成果を社会に開示し、

理解と信頼を得ることを目的に

共通の指標として策定したもの

です。指標は54項 目からなり、

大きく分けると診療、教育、研

究、地域・社会貢献の4つに分

類されます。各指標の数値はそ

の病院の規模や背景により大

きく変わりますので、実績値の

みをもって他病院との比較をす

べきものではなく、その病院にお

ける年ごとの変化を見るべき性

格のものです。このたび本院で

は以上の趣旨に則り、平成 19

年度から21年度の実績を取り

まとめ、附属病院HPに掲載しま

した。自院の現状を把握し、今

後も引き続き社会の理解と信

頼を得つつ発展していくことに、

病院職員―同邁進致します。

◎問い合せ先:総務課総務チーム

8089‐960-5125
回mesyomu@stu ehime u acip

編集後記

明けましておめでとうございます。石鎚

連峰から吹き下ろす冷気を吹き飛ば

せ!新春企画は“新しいステージの病

院へ"がテーマです。当院が最新医

療に適応するための再開発工事は、

今年もどんどん続いています。それと

同時に進めているのが病院運用とい

うソフト面の充実です。患者さんが快

適に病院を利用してもらえるように、

様々なセンターや相談窓口、演奏会、

無料タクシーなどなど、アイデア即実

行です、病院の力がわかる機能指数

もHPに公開しました。“日々新しく、患

者さんのために"。 ソフトもハードも充

実させた当院の挑戦は続き志す。

◎愛媛大学医学部附属病院広報委員会

委員長 檜垣賞男

◎新年の病院長挨拶

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

『あいほつと』クリスマスコンサート

平成 22年 12月 8日 (水)16:00から、附属

病院レストラン愛彩館で、がん患者サロン「あ

いほっと」と医療サービス推進委員会合同主

催のクリスマスコンサートを開催しました。スマ

イルシードプロジェクトで全国の医療機関を

訪間する活動をしている歌手の砂川恵理歌さ

んをお招きし、患者さんやそのご家族、地域の

方々、医療関係者など約 250名 もの方々に来

場いただきました。砂川さんには「一粒の種」

を含む5曲を披露いただき、来場頂いた皆さ

んには優しい歌声で一足早いクリスマスを感

じていただける一時となりました。

無料送迎用タクシー好評運行中

本院では、患者サービスの一環として、平

成 22年 4月 1日 から伊予鉄横河原線愛大医

学部南口駅～病院玄関までの往復を9人乗

りのジャンボタクシーで無料送迎しておりま

す。運行時間は、午前 8時 30分～午後 1時

30分までです。歩くと約 15分もかかる距離で

すので、高齢者をはじめ、一般の患者さんから

も喜ばれ、1日 当たりの利用者は100名近くに

達しております。好評のため、今後も継続の

予定です。

医療サービス課 8o899605099

愛媛大学医学部附属病院
〒791‐0295愛媛県東温市志津川 6089‐ 9645111(代 )
ホームページ httpプ /www hsp ehime u acjp/


